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27
年
度
以
降
に
制
度
拡
充

満
期
後
の
自
動
継
続

保
有
時
の
借
り
入
れ
住宅金融支援機構

都
心
部
マ
ン
シ
ョ
ン
の

非
居
住
住
戸
に
課
税

神
戸
市
の
検
討
会
が
答
申

　
神
戸
市
が
タ
ワ
ー
マ
ン
シ

ョ
ン
の
空
き
住
戸
所
有
者
へ

の
課
税
に
つ
い
て
検
討
す
る

た
め
設
置
し
た
「
居
住
と
税

制
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討

会
」
は
７
月
14
日
、
都
心
部

の
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
利
活
用

促
進
の
た
め
に
分
譲
マ
ン
シ

ョ
ン
の
空
き
住
戸
に
法
定
外

普
通
税
を
設
け
る
と
す
る
答

申
を
ま
と
め
た
。
対
象
は
タ

ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
も
含
め
た

区
分
所
有
建
物
全
般
と
し
、

税
制
に
よ
り
居
住
者
を
増
や

す
こ
と
で
マ
ン
シ
ョ
ン
の
適

正
管
理
に
も
つ
な
げ
る
狙
い

も
示
し
た
。
神
戸
市
は
答
申

を
踏
ま
え
て
条
例
に
よ
り
税

制
を
創
設
す
る
見
込
み
で
、

対
象
と
す
る
エ
リ
ア
や
税
率

な
ど
は
条
例
化
の
過
程
で
検

討
さ
れ
る
。

　
答
申
で
は
税
制
の
あ
り
方

と
し
て
活
用
の
方
向
性
や
対

象
地
域
、
納
税
対
象
者
、
課

税
の
基
準
な
ど
を
示
し
た
。

税
の
目
的
は
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
政
策
実
現
と
し
、
貴

重
な
住
宅
ス
ト
ッ
ク
に
あ
る

空
き
住
戸
の
利
活
用
を
促
進

す
る
こ
と
と
、
区
分
所
有
建

物
の
適
正
管
理
を
促
進
す
る

た
め
と
し
た
。
適
正
管
理
の

促
進
を
目
指
す
背
景
と
し

て
、
４
月
に
施
行
さ
れ
た
マ

ン
シ
ョ
ン
関
係
法
で
自
治
体

に
よ
る
管
理
へ
の
関
与
の
権

限
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
や
、

税
制
に
よ
り
空
き
住
戸
の
活

用
が
促
さ
れ
れ
ば
管
理
組
合

運
営
の
活
性
化
や
共
助
の
意

識
の
高
ま
り
に
つ
な
が
る
こ

と
な
ど
を
挙
げ
た
。

　
課
税
の
対
象
と
す
る
の

は
、
商
業
・
業
務
機
能
と
居

住
機
能
の
調
和
を
図
る
と
し

て
設
定
さ
れ
て
い
る
「
都
心

機
能
誘
導
地
区
」
を
念
頭
に

置
い
た
都
心
部
の
区
分
所
有

建
物
と
し
た
。
同
地
区
内
の

非
居
住
割
合
が
２
割
近
く
に

上
り
市
内
の
他
地
区
と
比
べ

て
も
突
出
し
て
高
い
こ
と
か

ら
、
課
税
の
対
象
エ
リ
ア
に

し
て
ス
ト
ッ
ク
の
利
活
用
を

促
す
。
空
き
住
戸
の
利
活
用

と
い
う
目
的
か
ら
タ
ワ
ー
マ

ン
シ
ョ
ン
に
限
ら
ず
区
分
所

有
建
物
全
般
を
対
象
と
す
る

の
が
適
当
と
ま
と
め
た
。

　
納
税
対
象
者
は
空
き
住
戸

の
区
分
所
有
者
と
し
、
空
き

住
戸
（
非
居
住
住
宅
）
で
あ

る
こ
と
の
判
定
材
料
に
は
住

民
票
の
有
無
を
基
本
と
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。
判
定
に

は
必
要
に
応
じ
住
民
税
の
課

税
の
有
無
な
ど
の
税
務
関
連

の
文
書
調
査
や
現
地
調
査
も

行
う
。
一
方
、
二
地
域
居
住

や
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
と
し
て

の
活
用
な
ど
、
住
民
票
を
置

い
て
い
な
い
も
の
の
利
用
実

態
が
あ
る
ケ
ー
ス
も
考
え
ら

れ
る
が
、
水
道
な
ど
の
利
用

記
録
か
ら
住
戸
の
活
用
の
形

跡
が
あ
る
と
し
て
も
居
住
の

有
無
や
日
数
を
判
定
す
る
の

は
難
し
い
と
し
、
課
税
免
除

と
は
し
な
い
方
針
を
示
し
て

い
る
。

　
課
税
の
基
準
は
、
住
戸
の

固
定
資
産
評
価
額
を
反
映
す

る
方
法
で
あ
る
「
家
屋
価
値

割
」
と
、
立
地
を
反
映
す
る

「
立
地
床
面
積
割
」
、
も
し

く
は
そ
の
併
用
を
ベ
ー
ス
に

検
討
を
進
め
る
の
が
適
当
と

答
申
し
た
。
京
都
市
が
非
居

住
住
宅
の
活
用
促
進
の
た
め

の
税
制
を
設
け
て
お
り
、
そ

の
中
で
も
同
様
の
仕
組
み
で

課
税
し
て
い
る
た
め
参
考
に

す
る
の
を
求
め
た
。

　
神
戸
市
は
関
西
な
ど
で
の

都
市
間
競
争
に
対
応
す
る
た

め
市
内
中
心
部
へ
の
業
務
機

能
や
商
業
機
能
の
立
地
を
促

す
方
針
を
掲
げ
、
２
０
１
８

年
に
住
宅
系
用
途
の
建
築
を

制
限
す
る
都
心
機
能
誘
導
地

区
を
指
定
。
三
宮
駅
周
辺
で

の
住
宅
の
建
設
を
禁
止
す
る

ほ
か
、
そ
れ
以
外
の
中
心
部

で
も
住
宅
系
用
途
の
容
積
率

の
上
限
を
４
０
０
％
に
抑
え

る
な
ど
の
施
策
を
と
っ
て
き

た
。

　
一
方
、
す
で
に
立
地
す
る

中
心
部
の
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ

ン
を
始
め
と
す
る
分
譲
マ
ン

シ
ョ
ン
で
非
居
住
の
住
戸
が

生
ま
れ
適
正
な
管
理
に
も
懸

念
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
24

年
に
「
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン

と
地
域
社
会
と
の
関
わ
り
の

あ
り
方
に
関
す
る
有
識
者
会

議
」
を
設
置
し
て
対
応
を
検

討
。
会
議
で
管
理
状
況
届
出

制
度
の
創
設
や
タ
ワ
ー
マ
ン

シ
ョ
ン
の
適
正
管
理
を
促
進

す
る
た
め
の
政
策
税
制
の
創

設
な
ど
が
示
さ
れ
た
め
「
居

住
と
税
制
の
あ
り
方
に
関
す

る
検
討
会
」
を
設
置
し
、
検

討
を
進
め
て
き
た
。

　
住
宅
金
融
支
援
機
構
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
す
ま
い
・
る
債
の
利
便
性
向
上
に
向
け
た
制
度

拡
充
の
検
討
に
入
っ
た
。
柱
は
、
満
期
時
の
自
動
継
続
に
よ
る
連
続
積
立
制
度
と
、
す
ま

い
・
る
債
を
保
有
し
て
い
る
と
借
入
れ
が
で
き
る
制
度
の
２
つ
。
人
件
費
や
物
価
の
高
騰

か
ら
修
繕
工
事
費
の
上
昇
が
続
く
中
、
修
繕
積
立
金
の
運
用
や
融
資
へ
の
関
心
も
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
制
度
に
柔
軟
性
を
持
た
せ
幅
広
く
活
用
し
て
も
ら
う
。
連
続
積
立
制

度
は
２
０
２
７
年
度
、
借
入
れ
の
制
度
は
28
年
度
の
開
始
を
想
定
し
て
い
る
。

　
連
続
積
立
制
度
は
、
管
理

組
合
に
購
入
か
ら
10
年
の
満

期
を
迎
え
る
す
ま
い
・
る
債

が
あ
る
場
合
、
次
年
度
の
す

ま
い
・
る
債
も
継
続
し
て
積

み
立
て
る
こ
と
を
可
能
に
す

る
も
の
。
10
年
で
満
期
を
迎

え
償
還
を
受
け
る
と
、
現
状

は
例
年
２
月
に
償
還
さ
れ
る

積
立
金
を
次
年
度
の
購
入
に

充
て
る
に
は
手
続
き
が
間
に

合
わ
ず
、
改
め
て
積
み
立
て

る
場
合
は
満
期
償
還
日
か
ら

丸
１
年
運
用
が
で
き
な
い
空

白
期
間
が
生
ま
れ
て
い
る
。

例
え
ば
26
年
２
月
に
満
期
償

還
を
受
け
た
場
合
、
新
た
に

積
み
立
て
る
に
は
新
規
購
入

の
場
合
と
同
様
に
同
年
４
月

か
ら
の
募
集
に
申
し
込
む
こ

と
に
な
り
、
積
立
が
開
始
さ

れ
る
の
は
27
年
２
月
と
な
る

た
め
、
26
年
度
は
運
用
す
る

機
会
を
逸
す
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
た
め
管
理
組
合
や

管
理
会
社
か
ら
は
、
満
期
と

な
っ
て
も
す
ぐ
に
次
年
度
の

積
み
立
て
を
行
い
た
い
と
い

う
ニ
ー
ズ
も
強
か
っ
た
。

　
新
た
な
仕
組
み
で
は
提
出

書
類
の
記
載
を
簡
素
化
す
る

な
ど
手
続
き
を
ス
ム
ー
ズ
に

し
て
次
の
年
の
連
続
積
立
を

可
能
に
す
る
。
満
期
償
還
金

を
す
ま
い
・
る
債
の
購
入
費

用
に
充
て
、
利
息
は
償
還
す

る
。

　
連
続
積
立
し
た
際
の
金
利

は
そ
の
年
の
金
利
を
採
用
す

る
予
定
。
す
ま
い
・
る
債
の

利
率
は
26
年
度
に
前
年
度
よ

り
１
％
以
上
引
き
上
げ
た
２

％
（
10
年
満
期
時
の
年
平

均
）
と
な
っ
て
い
る
の
に
加

え
、
足
元
は
金
利
の
上
昇
局

面
に
あ
る
こ
と
や
10
年
ほ
ど

前
の
低
い
金
利
水
準
を
考
慮

す
る
と
連
続
積
立
を
行
う
効

果
は
高
そ
う
だ
。
す
ま
い
・

る
債
は
26
年
度
か
ら
管
理
計

画
認
定
制
度
や
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
適
正
評
価
制
度
、
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
適
正
化
診
断
サ

ー
ビ
ス
に
登
録
し
て
い
る
場

合
に
利
率
を
上
乗
せ
し
て
い

る
が
、
連
続
積
立
の
初
回
積

立
時
に
各
種
制
度
へ
の
登
録

が
あ
れ
ば
上
乗
せ
で
き
る
。

ま
た
一
部
中
途
解
約
し
て
い

る
場
合
も
満
期
償
還
を
迎
え

る
残
高
が
あ
る
場
合
は
連
続

積
立
を
行
え
る
。

　
一
方
、
借
入
れ
の
制
度

は
、
急
な
修
繕
が
必
要
に
な

っ
た
場
合
な
ど
に
契
約
時
点

で
保
有
し
て
い
る
す
ま
い
・

る
債
の
積
立
額
を
越
え
な
い

金
額
を
上
限
に
借
入
れ
を
可

能
と
す
る
も
の
。
生
命
保
険

の
契
約
者
貸
付
制
度
の
イ
メ

ー
ジ
に
近
い
。
管
理
組
合
は

当
面
使
わ
な
い
資
金
を
す
ま

い
・
る
債
の
購
入
に
充
て
、

突
発
的
な
出
費
に
備
え
て
決

済
性
預
金
口
座
に
預
け
る
ケ

ー
ス
が
あ
る
が
、
決
済
性
預

金
に
入
れ
て
い
る
資
金
は
運

用
が
で
き
ず
、
急
な
修
繕
が

必
要
で
な
か
っ
た
場
合
な
ど

で
は
運
用
益
を
得
る
機
会
の

損
失
に
も
な
っ
て
い
た
。
そ

こ
で
、
す
ま
い
・
る
債
に
質

権
を
設
定
す
る
こ
と
で
す
ま

い
・
る
債
を
も
と
に
し
た
借

入
れ
を
可
能
に
し
、
急
な
支

出
に
備
え
な
が
ら
も
す
ま

い
・
る
債
を
手
放
さ
ず
に
運

用
す
る
の
を
可
能
に
す
る
。

返
済
能
力
に
関
す
る
審
査
が

な
く
ス
ム
ー
ズ
な
借
入
れ
が

で
き
る
ほ
か
、
保
証
料
も
不

要
と
す
る
。
満
期
を
迎
え
た

す
ま
い
・
る
債
の
元
本
か
ら

利
息
や
元
金
の
返
済
に
充
当

す
る
た
め
、
毎
月
（
毎
年
）

の
返
済
が
発
生
し
な
い
メ
リ

ッ
ト
も
あ
る
。

　
限
度
額
の
上
限
で
は
対
応

で
き
な
い
場
合
は
共
用
部
分

リ
フ
ォ
ー
ム
融
資
の
併
用
も

認
め
る
。
返
済
期
間
は
契
約

時
点
で
保
有
し
て
い
る
最
も

新
し
い
す
ま
い
・
る
債
の
満

期
ま
で
。
融
資
時
の
金
利
は

未
定
だ
が
、
共
用
部
分
リ
フ

ォ
ー
ム
融
資
の
利
率
（
７
月

時
点
は
１
・
51
％
）
よ
り
は

低
く
す
る
方
向
で
検
討
し
て

い
る
。

すまい・る債

　
２
０
２
６
年
度
の
す
ま

い
・
る
債
へ
の
応
募
は
引
き

続
き
好
調
を
維
持
し
て
い

る
。
７
月
下
旬
（
第
70
営
業

日
）
時
点
で
は
、
応
募
組
合

数
は
前
年
度
の
同
営
業
日
と

比
べ
62
・
０
％
増
の
１
８
５

７
組
合
で
、
応
募
金
額
は

72
・
８
％
増
の
４
７
１
・
24

億
円
と
前
年
を
大
き
く
上
回

っ
た
。
募
集
か
ら
１
カ
月
の

段
階
の
前
年
比
（
組
合
数

51
・
１
％
増
、
金
額
23
・
３

％
増
）
と
比
べ
る
と
伸
び
幅

も
大
き
い
。
利
率
が
通
常
で

２
％
と
前
年
よ
り
大
き
く
上

昇
し
た
こ
と
の
周
知
が
進
ん

だ
点
や
、
総
会
シ
ー
ズ
ン
に

応
募
を
決
め
た
管
理
組
合
が

申
し
込
み
を
始
め
た
こ
と
が

影
響
し
て
い
る
と
み
ら
れ

る
。通

常
の
す
ま
い
・
る
債
に

は
50
・
６
％
増
の
１
４
６
３

組
合
が
応
募
し
、
金
額
で
は

50
・
５
％
増
の
３
２
５
・
38

億
円（
６
万
５
０
７
６
口
）。

管
理
計
画
認
定
制
度
の
認
定

を
取
得
し
て
い
る
と
利
率
が

２
・
１
％
と
な
る
「
認
定
す

ま
い
・
る
債
」
は
33
・
２
％

増
の
２
３
３
組
合
の
応
募
が

あ
り
、
応
募
金
額
で
は
94
・

２
％
増
の
１
０
９
・
57
億
円

（
２
万
１
９
１
３
口
）
と
倍

近
い
増
加
を
示
し
た
。

　
認
定
す
ま
い
・
る
債
に
応

募
し
た
組
合
の
平
均
口
数
は

94
・
０
口
で
、
前
年
同
期

（
64
・
５
口
）
よ
り
45
・
７

％
の
増
加
。
通
常
す
ま
い
・

る
債
の
平
均
口
数
は
44
・
５

口
で
前
年
と
変
わ
ら
な
い
こ

と
か
ら
、
す
ま
い
・
る
債
の

高
い
利
回
り
を
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
に
認
定
取
得
の
合
意
形

成
が
進
め
ら
れ
る
な
ど
、
認

定
取
得
マ
ン
シ
ョ
ン
が
管
理

に
高
い
関
心
を
寄
せ
て
い
る

可
能
性
が
高
そ
う
だ
。

　
適
正
評
価
制
度
や
マ
ン
シ

ョ
ン
管
理
適
正
化
診
断
サ
ー

ビ
ス
の
登
録
が
あ
る
と
利
率

が
２
・
05
％
に
上
乗
せ
さ
れ

る
「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
ま

い
・
る
債
」
は
１
６
１
組
合

か
ら
36
・
30
億
円
の
応
募

（
７
２
５
９
口
、
平
均
45
・

１
口
）
と
な
っ
た
。
募
集
１

カ
月
時
点
の
53
組
合
、
11
・

61
億
円
か
ら
は
い
ず
れ
も
３

倍
を
超
え
る
増
加
と
、
着
実

に
関
心
を
高
め
て
い
る
。

す
ま
い
・
る
債
の
応
募
旺
盛

認
定
の
応
募
額
、
倍
増
迫
る

主な内容
２面： MKS.A、安衛費算定でガイドラ

イン
３面： コミュ研、建替えの高齢者対応

でフォーラム
４面： 管理士の規約改正、外部監事の

受注増
５面：MALCAが共助のあり方議論
６面：管理業務の非効率減らすには
７面：小規模組合の解散決議
８面：東急、外国人材の定着へ枠組み
９面： 山岡淳一郎氏連載

「住み継ぐ心　生き抜く力」
10面： 国交省、自治体職員向けに研修
＊2～5面に名刺広告


